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会議顛末書 

 記 録 者 櫻井 貴之 

供覧 

市 長 副 市 長 部 長 次 長 課 長 課長補佐 主査・係長 グループ員 

        

件 名 令和５年度第４回公共施設等マネジメント戦略会議 

年 月 日 令和６年１月 23日（火） 

時 間 午後２時 00 分～午後３時 00 分 

場 所 市役所５階第 1委員会室 

出 席 者 

【戦略会議委員】 

大貫会長（総務部長）、岡野次長、梁取次長、中嶋次長、佐々木次長、高課長補佐（服

部次長代理）、橘原次長、大堀次長、平野副会長（管財課長）、生井課長（管財課）、

石崎課長（道路公園課）、富塚課長（財政課）、藤平課長（人事行政課長） 

 

【説明者】 
審議事項(1)「主要地方道美浦栄線」の事業予定地に位置する都市公園の区域変更 

及び市有財産の売却について【道路公園課 北澤課長補佐】 

審議事項(2)コミュニティセンター整備基本方針（案）の策定について 

【地域づくり推進課 鴻巣課長、関口主査】 

審議事項(3)大宮小学校跡地活用の今後の進め方について 

【管財課 櫻井課長補佐】 

審議事項(4)新保健福祉施設整備事業の今後の進め方について 

【管財課 清原主査】 

  

 

【事務局(管財課)】 

 櫻井課長補佐（記録者）、清原主査  

欠 席 者  なし 

内    容 

以下の事項について説明した後、協議が行われた。 

 

審議事項(1)「主要地方道美浦栄線」の事業予定地に位置する都市公園の区域変更及び

市有財産の売却について 

※付議事項１により説明 

【主な意見・質疑等】 

なし 

【協議結果】 

了承 

 
審議事項(2)コミュニティセンター整備基本方針（案）の策定について 

※付議事項２により説明 

【主な意見・質疑等】 

・P9⑦川原代コミュニティセンターの基本的な考え方の中で、「川原代小学校跡地への

移転を検討する」となっているが、「当面は現状維持」とした文面にした方が良いので

はないか。（大堀次長） 

・中核公民館という位置付けは、昭和の終わり頃の人口が増えていく見通しの中で位
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置付けられた整備計画が現在に至っていると思うので、中核公民館という考え方自体

を撤廃し P9 の「施設更新時の基本的な考え方」の中で、「近隣の施設の状況等に応じ

て施設規模は検討する」と書いてあれば問題ないと思う。（岡野次長） 

・中核公民館は大きいだけではなく、中学校区及び市街地圏域を纏める役割を果たし

ており単に大きいだけではない。昔は、馴柴公民館は西部地区の公民館を統括し、中央

公民館が東側を統括していた。その辺の部分も整理した方が良いと思う。何故、地区公

民館が小学校の近くにあるかというと、地区公民館は規模が小さいので学校開放で小

学校の特殊教室の機能を享受することができるようになっているからなので、その辺

りを整理していく必要があると思う。（佐々木次長） 

【協議結果】 

内容を整理して再審議とする 

 
審議事項(3)大宮小学校跡地活用の今後の進め方について 

※付議事項３により説明 

【主な意見・質疑等】 

・公文書書庫の件だが、当該地は浸水想定区域になっているので浸水想定深等の資料

等を参考にしてほしい。（橘原次長） 

・シルバー人材センターの作業室として使いたいという話もあるので検討してほしい。

（大貫部長） 

【協議結果】 

了承 

 

審議事項(4)新保健福祉施設整備事業の今後の進め方について 

※付議事項４により説明 

【主な意見・質疑等】 

・社会福協議会の車は、現在、北側駐車場を使っているが、資料の 7 台というのは何

なのか。（佐々木次長） 

→社会福協議会の公用車である。 

【協議結果】 

了承 

 

 議事は以上 

 

情 報 公 開 

 公  開  

部分公開 

非 公 開 

非公開（一部非公開を

含む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第 9条第 号に該当） 

 

公開が可能となる時期

（可能な範囲で記入） 
 


